
報道関係者各位

2019年3月25日
株式会社 トンボ

明治9年に創業し、学校の制服や体育着を中心とした衣料品の製造販売を行ってきた株式会社トンボ（本社：岡山県

岡山市北区厚生町二丁目2番9号 代表：近藤 知之）は、学生服ブランドが行う活動の一環として、様々な世代、立場

から制服に関する意識を探る「学生服に関する意識調査」を継続して実施しております。

平成最後となる本年度は、現役高校生と現役の先生への調査を実施。第一弾では、現役高校生と先生が思う「制服が似

合う有名人」を回答して頂き、結果をまとめました。

第二弾となる今回は、高校生と先生の「制服に関する意識」をより深く紐解くべく、「制服に対するイメージ」「制

服の満足度」「制服の着こなし」など、制服に関する高校生、先生の意識を調査結果としてまとめました。

【調査結果ダイジェスト】

【制服の満足度とイメージ】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・P1〜4
■平成の高校生は、ブレザータイプが主流。男女とも制服への満足度は高く、7割を越える。
先生も、8割近くが「生徒が制服を気に入ってる」と回答。

■高校ではブレザーが主流。特に女子高校生の制服へのこだわりは強く、ブレザーのタイプも多様化。
■満足度が高めなのは、ブレザータイプの制服。「着心地がよく」「かわいい（かっこいい）」
「（自分で）決められる」3K制服は、満足度が高く、”きちんと綺麗に”着たくなる制服。

■「好きな制服デザイン」では、生徒と先生にギャップ。高校生は「ブレザー」。
ブレザータイプが主流の平成でも、先生は「学ラン・セーラー服」を支持！？

■「制服イメージ」でも生徒と先生にギャップ。高校生は「青春」、先生は「清楚」。

【制服の着こなしについて】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・P5〜7
■制服へのアイテム追加やアレンジ着こなしについては、女子高校生では６割以上が”肯定“。
一方、ルールの中で楽しむなら、ある程度は認めてあげたい先生の姿も浮き彫りに。

■制服にアイテム追加するとしたら、高校生は「パーカー」、先生は「ベスト」。
■制服を着るときの”こだわりポイント”、男子は「ネクタイ」女子は「スカート」。
■女子高生の好みのスカート丈は「ひざ上15センチ未満」、靴下の長さは「足首丈」と
平成の女子高生は「きちんと着る」ことを大切にしている！？

■平成の通学カバンは、学校指定なしのリュックがトレンド。

【制服の持つ影響について】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・P8
■「制服に関する校則」については、「もう少し自由にしてほしい」と思いつつも、TPOや

ルールは守るべきと考える平成の高校生。先生は「今の制服」が羨ましい！？
■女子の半数近くは、制服が進路に影響。制服の進路への影響を最も意識しているのは私立高校の先生。

【平成時代の理想の先生・生徒〜まとめ】 ・・・・・・・・・・・P9
■高校生が思う理想の先生は「親身さ、理解力」のある先生、先生の思う理想の生徒は「前向きさ、思いやり」
のある生徒。

TPOを大切にしながら、青春の象徴として制服を楽しむ「バランス感覚の良い」平成の高校生。
自身の価値観とは違っても、生徒の個性、楽しみ方を「理解・尊重」しようとする平成の先生。

平 成 最 後 に ” 高 校 生 ” と ” 先 生 ” 1 , 0 0 0 人 に 聞 き ま し た

高校生と先生が思う” 理想の制服”
トンボ学生服が制服に関する高校生・先生の意識調査結果を公開

【ご紹介】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・P10.11
最良の制服・ユニフォームで、もっと楽しく快適なスクールライフを！

高校生・中学生による制服の「1129 トンボアイデア・デザインコンクール」入賞作品
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1 平成の高校生は、ブレザータイプが主流。男女とも制服への満足度は高い。

【着用している制服のタイプ】は、男子高校生は「学ラン（41.0%）」「ブレザー（49.6%）」で、女子高校生では「セーラー服
（9.8%）」「ブレザー（75.2%）」と、平成の高校生服は、ブレザーが主流であるようです。
また、【着用している制服の満足度】は、男子高校生、女子高校生ともに「とても気に入っている」「まぁ気に入ってる」が6割を

超えており、特に男子高校生では「満足派」が7割を超えています。女子高校生では「とても気に入ってる」 が3割近く存在するもの
の、「不満派」も3割を超え、制服への強いこだわりが見られます。また公立高校に比べ、私立高校（特に女子生徒）で満足度が高い
傾向が見られました。
一方、先生（中高教師）では、「とても気に入っていると思う（12.0%）」は控え目であるものの、「まぁ気に入ってると思う」

を加えると、８割近い先生が「生徒が制服を気に入ってる」と感じているようです。

19.8%

41.0%

63.2%

49.6%

75.2%

5.6%

9.8%

1.4%

0.9%

3.7%

10.0%

8.5%

11.3%

高校生全体（500）

男子高校生（234）

女子高生（266）

学ラン（詰め襟） ブレザー セーラー服 その他 制服はない着用している制服のタイプ（n=高校生500）

【考察】高校ではブレザーが主流。

特に女子高校生の制服へのこだわりは強く、ブレザーのタイプも多様化。

男子の制服が、大きく「ブレザー」「学ラン」に分かれるのに対し、女子高校生では、「ブレザー」「セーラー服」

に加えて、衿のない「イートン」や短い丈の「ボレロ」など多様なジャケットがあり、また最近では、「スーツタイ

プ」や、セーラー服のセーラー衿のみを残した「セーラージャケットタイプ」の制服を採用する学校も増加しており、

「ブレザー」タイプといっても、より広い意味でのジャケットスタイルが含まれ、女子高校生の制服は、より多様化

していると考えられます。女子高校生は男子高校生に比べて、制服への強いこだわりがあり、特に私立の高校では、

女子高校生のニーズをとらえたモデルチェンジも進んでいる事が、高い満足度につながっていると思われます。

■着用している制服は気に入ってますか？／生徒たちは制服が気に入っていると思いますか？

23.8%

18.4%

28.6%

47.4%

57.7%

38.3%

20.2%

17.9%

22.2%

8.6%

6.0%

10.9%

高校生全体（500）

男子高校生（234）

女子高生（266）

とても気に入っている まあ気に入ってる やや不満だ 不満だ

12.0% 65.8% 18.4% 3.8%教師（500）

とても気に入っていると思う まあ気に入ってると思う やや不満だと思う 不満だと思う生徒の制服満足度
（n=先生500）

制服満足度（n=高校生500）
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2 ブレザータイプは満足度が高く、学ラン、セーラー服は不満が多い傾向。

着用制服のタイプ別で満足度を比較すると、「ブレザー」では「満足度」が7割を超えます。男子高校生では、着やすさや、機能性を重
視する意見が多く、女子高校生では、デザイン性（かわいさ）や、組み合わせの自由度（アイテムの多さ）が満足度につながっているよ
うです。先生も「機能性」に加えて、生徒の意見を取り入れた「デザイン性」「選択肢の多さ」が生徒の満足度につながっていると感じ
ているようです。一方、不満の理由としては、先生、高校生ともに「時代遅れ」や「地味」＝「ダサい」と言った意見が多く見られまし
た。

【考察】「着心地よく」 「かわいい（かっこいい）」「決められる」 ”3K” 制服は、

”きちん”と”綺麗”に着たくなる制服。

ストレッチ性や吸湿性、通気性に優れた素材を使用し、形態記憶、しわや縮みを防ぐ特殊加工でウォッシャブルな制

服など、着心地、扱いやすさ、耐久性を兼ね備えた制服が増加した事が、男子高校生や先生からの高い満足度につな

がっていると思われます。また、学校の個性に合ったオリジナル柄や、ボタン、ステッチなど細部にまでこだわり、

ほどよいトレンドを取り入れたデザイン性の高い制服は、男子高校生、女子高校生ともに「かわいい（かっこい

い）」と受け入れられ、また「生徒自身が制服を決める」「複数から自分で選べる多様なアイテム・着こなし」など

毎日着るものを、自分で自主的に決められる事が高い満足度につながっている事が窺える結果となりました。

生徒達が納得のいく「機能性」「デザイン性」「自主性」の高い”3K”制服は、結果として「きちんと」「綺麗」に

着る生徒が増えるという事につながっているとも言えそうです。

『学ランが嫌で、ブレザーの高校を選択。デザインも着心地も好み
で、防寒性にも優れているから。』

『中学からブレザーで、慣れているし、大人みたいで格好いい』
『首元が締まり、学業に気合いが入る』
『統一感があって落ち着く』

満足（と思う）理由 不満（だと思う）理由

『リボンではなくネクタイで、都内でもカワイイと有名。
制服目当てでこの学校に入ったから』

『とてもかわいくて周りの評価も良く、着こなしやすい。
オプションの種類も公立にしては豊富』

『ほかの学校では見かけないデザインでかわいいから。』
『大きな赤のリボン、スカートのチェックがカワイイ。』

『生徒達が考えた制服だから』『綺麗に着ている生徒が多い。』
『ファッション性のある制服で他校よりもかわいい事がウリ。』
『元女子校で以前からチェック柄のスカートが人気』
『動きやすくて、気に入ったデザインを着ることが出来るから。』
『リボン、ネクタイが選べるのが女子は喜んでいる。女の子用の
ズボンもあり、選択肢があるので喜ばれている』

『オプションがあって、色々なコーディネートが楽しめるから』

『ダサい、動きづらい』
『戦時中から変わらないスタイルの制服で、色も灰色でださい』
『学ランは時代遅れ感がする。ブレザーの方がおしゃれだと
みんな言っている』

『昔から変わらずの制服なので、すごくダサい』
『着崩しなどができず、すごく不満』
『かわいくない。色が地味。』
『リボンがダサい。中学生とほとんど変わらない。』

『開校からデザインが変わっておらず、古くさいとの声を聞く』
『男子は詰め襟が苦痛で、女子はセーラー服が冬季に向いてない』
『デザインが時代遅れな感じ』
『女子のジャンバースカートが事務員の制服のよう』
『品質が悪い』
『規則が細かく、時代に合ってない。』

男子高校生

女子高校生

先生

男子高校生

女子高校生

先生

14.1%

24.7%

25.0%

54.5%

48.1%

32.1%

20.2%

19.0%

35.7%

11.1%

8.2%

7.1%

学ラン（詰め襟）(99)

ブレザー(316)

セーラー服(28)

着用制服タイプ別の満足度

（n=高校生500）

とても気に入っている まぁ気に入っている やや不満だ 不満だ

※参考値
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「好きな制服デザイン」にギャップ。高校生はブレザー、先生は学ラン・セーラー服。

【好きな制服デザイン】を16タイプの中から、高校生と先生それぞれに3つずつ選んで投票頂
いた結果、ブレザーが主流の平成でも、先生の好きなデザイン1位は、「学ラン・セーラー服」
スタイルとなりました。特に50代以上の先生では、慣れ親しんだ「学ラン・セーラー服」に高い
支持が集まりました。同スタイルは、高校生では、10位（15.8%）であり、大きなギャップが
あるようです。
また、ブレザースタイルでも、高校生では、タータンチェックのパンツやスカートが人気

であるのに対し、先生では、同じブレザーでもワントーンの落ち着いたスタイルを好まれる
傾向にあるようです。

3
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男子高校生（n=234）の
制服イメージ

1位 青春 23.9%

2位 清楚 20.1%

3位 統一感 19.7%

4位
シンプル

学ぶ雰囲気をつくる
17.5%

6位 キリッとする 17.1%

7位 かっこいい 16.2%

8位 伝統 13.7%

9位 若々しい 12.8%

10位
朝の準備が楽
個性がない
日本の文化

9.8%

女子高校生（n=266）の

制服イメージ

1位 青春 41.0%

2位 カワイイ 32.3%

3位 清楚 28.2%

4位 統一感 22.6%

5位 おしゃれ 21.4%

6位 朝の準備が楽 19.5%

7位 若々しい 12.4%

8位 シンプル 12.0%

9位 日本の文化 9.8%

10位 キリッとする 8.3%

4 高校生は「青春」、先生は「清楚」。先生と生徒では「制服イメージ」でもギャップ。

【制服に対するイメージ】では、高校生では、「青春」が最も多く、ついで「清楚」「統一感」となりました。
女子高校生では、「青春」に加えて「カワイイ」「おしゃれ」のポイントが高く、男子高校生では、「学ぶ雰囲気をつくる」
「かっこいい」のポイントが高い傾向。
先生では、「清楚」「統一感」に加えて、「若々しい」「シンプル」「伝統」というイメージが高くなりました。「清楚」

「統一感」は、高校生、先生ともに上位にランクインしましたが、高校生では、制服を「青春」の象徴として、「かわいい」
「かっこいい」「おしゃれ」など、 “躍動的で柔らかいイメージ“が強いのに対し、先生では、「清楚」「統一感」「伝統」「安
心感」に加えて「堅実」「知的」と言った”真面目で固めなイメージ”が強いようです。

【考察】高校生にとって、制服は、青春のワンシーンを彩るSNS映えアイテム？
高校生の中には、先生にない「日本の文化」イメージもあることから、「カワイイ日本文化」として制服を捉えており、また、

近年の「制服ディズニー」や「制服ユニバ」など、みんなで制服を着て、その様子をSNSで投稿するなど、特に女子高校生の

中では、青春を彩る「カワイイ」「おしゃれ」なSNS映えアイテムとして、制服を前向きに楽しんでいる様子が窺えます。

高校生（n=500）の
制服イメージ

1位 青春 33.0%

2位 清楚 24.4%

3位 統一感 21.2%

4位 カワイイ 20.8%

5位 おしゃれ 15.6%

6位 朝の準備が楽 15.0%

7位 シンプル 14.6%

8位 若々しい 12.6%

9位 キリッとする 12.4%

10位 学ぶ雰囲気をつくる 11.6%

先生（n=500）の
制服イメージ

1位 清楚 31.2%

2位 統一感 21.6%

3位 若々しい 17.0%

4位 シンプル 16.4%

5位
伝統

15.6%
キリッとする

7位 青春 15.2%

8位 学ぶ雰囲気をつくる 15.0%

9位 朝の準備が楽 13.4%

10位 安心感 13.2%

高校生
1位

43.8%

先生
1位

31.0%



5 アイテム追加やアレンジは、ほどほどに楽しみたい。その思いは先生も共通。

【規定の制服にアイテムを追加したり、アレンジする着こなし】については、高校生は、「よいと思う」が54.2％と半数以上を占め、
特に、女子高校生では、「よいと思う」が66.9％と高い。一方で、先生は、「よいと思う」は18.8%と低く、「どちらも言えない」が
最も多くなりました。
高校生の「よいと思う」理由では、学生時代だけの制服をより「楽しみたい」という意見の一方で、「行き過ぎはいけないけど多少

なら」や「校則の範囲内であれば」など、決められたルールの中で、個性を出したいというニーズや、「よくない理由」でも「制服は
本来の形で」や「規定の姿がいちばん素敵」「そのものがカワイイ」など、制服を「正しく、綺麗に着る」大切さを理解している高校
生の姿が浮き彫りになりました。
また、先生では公立高校の先生のみ「よくないと思う」の回答が半数を占め、「収拾がつかなくなる」「家庭格差が現れる」などの

「よくない理由」も見られました。
しかし、ある程度の規定を守るのであれば、生徒の個性や楽しみを尊重してあげたいという先生の柔軟な意識も浮き彫りになり、

「理想の制服」を取り巻く高校生と先生の意識差は、減りつつあるのかも知れません。

■規定の制服にアイテムを加えたり、アレンジする着こなしについてどう思うか？

54.2%

39.7%

66.9%

31.0%

35.9%

26.7%

14.8%

24.4%

6.4%

高校生全体（500）

男子高校生（234）

女子高生（266）

良いと思う どちらとも言えない よくないと思う

18.8% 43.6% 37.6%教師（500）

良いと思う どちらとも言えない よくないと思う

規定制服へのアイテム追加やアレンジ
（n=先生500）

規定制服へのアイテム追加やアレンジ
（n=高校生500）

『それぞれの個性が出ていいと思うから』
『制服がシンプルすぎ、何かワンポイントが欲しいと思う』
『限られた範囲の中で精一杯おしゃれする努力はいいこと』
『学生らしく、制服は色々やってみたいから』

良いと思う理由 良くないと思う理由

『行き過ぎはいけないけど、多少ならかわいいし、防寒もできる』
『校則の範囲内で楽しむならいい思い出になると思う』
『学生の時しか着れないからたくさんアレンジしたい』
『アイテムを加えることで、男女共におしゃれに見え、何より学校
生活が楽しくなる』

『多少の個性は表現しても良い』『服装に厳しすぎる必要はない』
『最低限の規律が守られてるなら良い』
『毎日過ごす学校だから、生徒の好みや関心を生かしてあげたい』
『個性を表現することも、いまの時代は必要だから』
『天候や気温の変化に対応できる』

『制服は学校の顔で、着崩すと印象が悪くなると思う』
『規定の姿が一番素敵だと思うから』
『個性を出すのは、私服でいいと思うから』
『学校はおしゃれするところではない』

『そのものが可愛いから』
『制服は本来の形で着るべきだと思う』
『制服におしゃれはいらない』
『周りから学校の風紀が乱れているように思われるから』
『校則で決まっているものを着崩すのは、校則違反になるから』

『線を引かないと規定ではなくなる』『規律性にかけるから』
『限度がなくなり収拾がつかなくなるから』
『余計なものをつけると本来の良さが損なわれる』
『個性は、制服ではなく内面から出るものだから』
『正しく着用することで、第一印象が良くなると思うから』
『家庭の金銭事情が反映されて、格差が出てしまうから』

男子高校生

女子高校生

先生

男子高校生

女子高校生

先生
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6 プラスで欲しいアイテム、高校生は「パーカー」、先生は「ベスト」。

【今の制服にプラスであったらいいなと思うアイテム】については、高校生は、男女ともに「パーカー」が最も多く、欲しい理由として
は、「温かい」という機能性に加えて、「おしゃれ」「かわいい」という理由が多かった。女子高校生では「付替えリボン・タイ」も、
2位にランクインしており、より多様に制服を楽しみたいというニーズが見られます。
先生では、パーカーよりも、「ベスト」「セーター」へのニーズは高く、制服本来のイメージや「清楚」「統一感」を損なわず、

「防寒」ができるアイテムへのニーズが高いようです。高校生、先生ともに、パーカーに比べて、セーターやカーディガンに対して、
「正統派」「清楚」のイメージが高い傾向にあるようです。

男子高校生が
欲しいアイテム

1位 パーカー 17.1%

2位 セーター 16.7%

3位 カーディガン 6.0%

4位

ダッフルコート

4.3%
ベスト

（制服と同じ生地）

女子高校生が
欲しいアイテム

1位 パーカー 20.3%

2位 付替えリボン・タイ 19.5%

3位 カーディガン 13.9%

4位 セーター 7.5%

5位 ニットベスト 6.8%

先生が考える
欲しいアイテム

1位 ニットベスト 14.8%

2位 セーター 13.2%

3位 カーディガン 12.0%

4位
ベスト

（制服と同じ生地）
7.2%

5位 ダッフルコート 6.0%

■パーカー
・カジュアルで、学生らしい
・カラーを選べて、日替わりで変えられる
・あたたかいし、オシャレだから
■セーター
・ちょっと着込むのに楽
・正統派 ・清楚に見える
■カーディガン
・着脱が楽 ・調節がきく

■パーカー
・セーターよりかっこいい
・漫画やドラマに出てきてカワイイ感じ
■カーディガン
・髪の毛が崩れずに着られる
・色の組み合わせができる
■セーター
・冬は暖かくもこもこしてかわいいから
・温度調節に役立つから

■ベスト（ニット）
・寒いときに便利だし、動きやすい
・指定のベストがあると統一感が生まれる
・制服のイメージを大きく変える事が無い
■セーター
・寒がって制服の下に着込む生徒が多いから。
■カーディガン
・オシャレだし、防寒にもなるから。

7 制服を着る時のこだわりポイント、男子は「ネクタイ」女子は「スカート」。

■ネクタイ関連
・ネクタイをしっかり整える
・ネクタイの結び目をこだわる

■きちんと着こなす
・シャツを出さない
・しわがつかないように
・清潔にする ・厚着をしない
・サイズをしっかり合わせる

■ボタン関連
・第一ボタンをあける
・ブレザーのボタンを外す
・シャツなどのボタンは最小
限に抑えてしめる。

■スカート関連
・スカートの丈を調整する
・スカートが回らないようにする

■リボン／ネクタイ関連
・リボンの結び方
・リボンを緩める
・ネクタイの締め具合を調節

■きちんと着る
・清楚に着る
・だらしなくならない
ように着る

■カーディガン／セーター関連
・少し大きめを着る
・萌え袖にする

■靴下関連
・スカートと靴下のバランス
・上げすぎず下げすぎず

「制服着用時のポイント」では、「ネクタイ」の結び方や結び目にこだわる男子が最も多く、ついで「きちんと着る」が多い結果となっ
なりました。女子では「スカート」へのこだわりが最も強く、次いで「リボン／ネクタイ」の結び方、「ボタンの留め方」「きちんと着
る」が続き、その他にも、女子は「カーディガン／セーター」や「靴下」などの制服とのバランスなど、こだわりのある層が男子よりも
多く見られました。
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8 好みのスカート丈は「ひざ上15センチ未満」で、靴下の長さは「足首丈」

女子高校生に【好みのスカート丈】と【靴下の長さ】を聞いたところ、「好みのスカート丈」では、「ひざ上15センチ未満」が半数
を超え、「ひざ上ジャスト」「ひざの真ん中」と、ひざの真ん中〜ひざ上15cm以内が8割強を占めました。
また、靴下の長さでは「足首丈（15cm程度）」が最も多く、ついで「くるぶし丈」「ふくらはぎ丈」となり、「ハイソックス」

派は、1割程度になりました。
「スカート丈」と「靴下」のバランスにこだわる女子高校生は多く、着用の制服タイプや地域によっても、そのバランスや傾向は

様々ですが、一昔前よりは、「きちんと着る」という意識が高まりつつあるのかも知れません。

靴下の長さ（n=女子高校生266）好みのスカート丈（n=女子高校生266）

9 通学カバンは、学校指定なしのリュックがトレンド！

19.0

20.5

17.7

3.8

3.4

4.1

2.4

2.6

2.3

3.0

2.1

3.8

65.6

66.2

65.0

3.4

3.0

3.8

2.8

2.1

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生全体 (n=500)

男子高校生 (n=234)

女子高校生 (n=266)

19.0

20.5

17.7

3.8

3.4

4.1

2.4

2.6

2.3

3.0

2.1

3.8

65.6

66.2

65.0

3.4

3.0

3.8

2.8

2.1

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生全体 (n=500)

男子高校生 (n=234)

女子高校生 (n=266)

学校指定の手提げカバン 学校指定のリュックサック 学校指定のななめかけカバン （指定なしの）手提げカバン

（指定なしの）リュックサック （指定なしの）ななめかけカバン その他

通学時のカバンについては、男女ともに、「（指定なしの）リュックサック」が6割以上と圧倒的に多く、ついで、「学校指定の手提
げカバン」が2割前後となりました。「学ラン」や「セーラー服」の減少と共に、いわゆる「学生鞄」も少なくなり、より軽くて使い
勝手、自由度の高いリュックサックがトレンドになっているようです。
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11 女子の半数近くは、制服が進路に影響。私立高校の先生が最も影響を感じている。

■高校進学の際、制服は影響したか？／高校選びに、制服が影響すると思うか？

【高校進学の際、制服が影響したか】については、女子高校生では「影響した」「少し影響した」が47.7%と、半数近くが進路に
影響したと回答。一方、男子高校生では、影響したと回答したのは、19.7%となり、「影響しなかった」が半数を超える結果とな
り、男女で大きな差が見られました。
一方、先生で「影響すると思う」と回答したのは、私立高校の先生が最も多く3割を越えており、次いで公立高校の先生、公立中

学の先生となり、高校の先生の方がより「学生にとって制服は重要」と捉えているようです。

10 「今の制服」先生は羨ましいが、「制服の校則」は、TPOが大切！？

【制服の校則】について高校生は、「今の規則でいいと思う」という意見も見られましたが、「もう少し自由にして欲しい」と
いう意見が見られました。一方で、先生は【今の制服】を「デザインがおしゃれ」で「機能性にも優れている」という前向きな
意見が多い一方で、「自由度が高くなった」事に対して寂しさを感じる意見も見られました。

11.2%

4.7%

16.9%

23.4%

15.0%

30.8%

24.0%

26.1%

22.2%

41.4%

54.3%

30.1%

高校生全体（500）

男子高校生（234）

女子高生（266）

影響した 少し影響した あまり影響しなかった 影響しなかった

進路への制服の影響
（n=高校生500）

26.1%
32.5%34.4%

公立中学の先生（226）公立高校の先生（160）私立高校の先生（93）

影響すると思う

生徒の進路への影響
（n=先生500）
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「制服の校則」に高校生が思うこと！ 「今の制服」に先生が思うこと！

厳しすぎる方が、清楚で良いと思う。

伝統を踏襲しながら生徒の意見もうまく反映した校則になれば良い。

将来役に立つ着こなしをすべきだと思う。

制服はどこの学校か分かる服だし、生徒に統一感が出る。

制服を着崩さず、アレンジせずに着るという校則はいいと思う。

校則の範囲内でおしゃれを楽しむのも面白みがあると思う。

大事な場面ではきちっとして、それ以外では着崩しもいいと思う

季節の変わり目など、気温に併せて多少の着崩しは許して欲しい。

曖昧な多く、理由もなく守らされているような校則は変えてほしい。

勉強に影響するわけではないので、厳しくする必要はないと思う。

圧倒的にオシャレ、機能性・ファッション性に富んでいる

機能的に優れた制服が多くなったと思う

値段が安くなり、耐久性も良くなった

軽くてストレッチ性があり、着心地が改善されている。

家で洗えたり、ユニセックスな制服も出来てきた。

数パターンから自分で選択出来たりと柔軟化していると思う。

バリエーションが豊富なのは羨ましいが、着崩しなどはだらしなく見える

自由度が高くなり、伝統を感じなくなった。

かわいくなって羨ましい反面、規定のものが多過ぎで自由がない。



12 「親身さ、理解力」を求める高校生、「前向きさ、思いやり」を求める先生。

高校生の【理想の先生】イメージは、「親身さ」や「一人一人」「個人」の価値観を大切にしてくれる＝理解してくれる先生を求める
意見が多く見られ、先生の「理想の生徒」イメージは、自分で考えて行動する前向きさや、他社への思いやりを大切にしてほしいとい
う意見が多くみられました。価値観が多様化する現代、高校生と先生の間でも、「個性の尊重」「異なる価値観を持つ他者への理解」
など、人と人とのつきあい方が求められているようです。

【まとめ】

■TPOを大切にしながら、青春の象徴として制服を楽しむ「バランス感覚の良い」平成の高校生。
ブレザータイプが主流の平成の制服。「デザイン性」「機能性」「多様性」が向上した制服に対する満足度は、
高校生、先生ともに高く、高校生にとって、制服は「青春」を彩る「かわいい（かっこいい）」「おしゃれ」なものと
して、捉えられているようです。制服の着こなしについても、TPOや、ルールを守りながら、少しだけ個性を出すなど、
制服本来の良さやキレイに着る事を大切にした上で、制服を楽しむ “バランス感覚の良い”高校生が多いようです。

■自身の価値観とは違っても、生徒の個性、楽しみ方を「理解・尊重」しようとする平成の先生。
制服に対して「清楚」「統一感」「伝統」「安心感」「堅実」など、”真面目で固めな”イメージを持つ先生が
多いようですが、今の制服に対する生徒達の満足度は高いと感じており、制服の着こなしやアイテムの追加に
ついても、最低限の規律が守られるなら、生徒の好みや快適さを尊重してあげたいという意見も多く見られ、
生徒の個性や、楽しみ方を理解して、尊重してあげたいという先生の姿勢が感じられました。

生徒も先生も満足する「美しい制服」を次の世代へ。

ＴＯＭＢＯＷブランドの原点は、「生徒の成長を見守る」こと。

学校生活は､生徒一人ひとりが輝きを増していく､人生でとても貴重で美しい時です。

人と交わり､喜び､悲しみ、悩む、そんなかけがえのない時を過ごして欲しいと私達は想っています。

そして、その想いをカタチにする時。｢制服文化｣を守り､伝えていくという使命が生まれました。

｢良い制服を正しく着る｣という精神を伝えることで、社会の中でのアイデンティティを芽生えさせ

彼らの明るい未来をつくるお手伝いをする。

それこそが､ＴＯＭＢＯＷブランドの存在意義だと考えています。
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『トンボ学生服による意識調査』PR事務局

TEL:06-6456-4960／FAX:06-6456-4961／Mail: osaka@materialpr.jp 

担当：佐藤（070-3621-8689） ・嶋村（090-6725-5905）

本件に関する
報道関係者様の
お問合せ先

【調査概要】 ■調査方法：インターネット調査 ■調査時期：2019年1月17日（木）〜1月21日（月）
■調査対象者：全国の高校生（15歳以上）と中学高校教員 1,000サンプル（高校生500サンプル・先生500サンプル）

「理想の先生」のイメージ 「理想の高校生」のイメージ

どんなことにも、前向きに一生懸命努力する。

自主的に成長していける生徒

向上心と思いやりを持った人間

ルールを守る、やるときはきちんとやる。自ら考えて行動できる。

他者を思いやることが出来る若者。

夢を持ち、ユメを追いかけ、努力する。

自分のやっていることを肯定できる生徒。

必要最小限のルールは守りつつ、個性を上手に出せる生徒。

学校生活を思いきり楽しんでいる生徒。

優しく全体を見て判断し、一人一人を大切にしてくれる先生。

生徒の話をちゃんと聞いてくれる人

個人個人の主観を大切にして、自分の価値を押しつけてこない先生。

個人のいいところを理解できる人。

どんな生徒にも優しく明るく、親身になって話を聞いてくれる先生。

生徒一人一人に寄り添い、距離感が良い先生。

清潔感があり、生徒としっかり向き合ってくれるような先生。

ダメなところは言うし、怒るけど、生徒の気持ちを分かってくれる先生。

若い人の価値観を理解してくれる人

tel:06-6456-4960%EF%BC%8FFAX:06-6456-4961


アイディア部門【最優秀賞】

最良の制服・ユニフォームで、もっと楽しく快適なスクールライフを！

高校生・中学生による制服の「1129トンボ アイデア・デザインコンクール」入賞作品のご紹介

トンボ学生服では、毎年、「いい服の日（11月29日）」にあわせて、中高生から、制服や体育着などユニフォームに関するアイデアや

デザインをご応募いただく「アイデア・デザインコンクール」を開催しています。第9回（2018年）では、全国1,171校、アイデア部門

3,260点、デザイン部門7,439点と1万点を超える、アイデアとデザインが集まり、【最優秀賞】【優秀賞】作品は、実際に制服として作成

され、表彰式でお披露目致しました。

前回は、制服の似合う有名人ランキングとともに【デザイン部門】の入賞作品をご紹介しましたが、制服の機能性向上＝制服の満足度向

上であるという、今回の調査結果をうけ、今後、制服の機能性をさらに高めるかもしれない【アイデア部門】の入賞作品をご紹介します。

【WEBサイト】http://www.tombow.gr.jp/corporate/branding/1129/

トンボは、最良のユニフォームメーカーを目指し、こだわってものづくりをしています。
着る人が着心地に満足し、大人になった際に自分の子どもに着せたくなるようないい服を
つくることがトンボの使命です。その気持ちを新たにする日として、いい服の日を制定し、
子供たちが考えた制服や体育着のアイデアとデザインでスクールライフをもっと楽しんで
いただけるよう、「1129トンボ アイデア・デザインコンクール」を開催しております。
※11月29日は「いい服の日」として、平成22年に日本記念日協会へ登録され、商標としても平成24年に登録（第5475781号）。

【コンクール開催主旨】

株式会社 トンボ
広報担当 佐藤 望

「絶対に落としまペン！」
兵庫県立兵庫工業高等学校
仲上 星奈 さんの作品

ジャケットの胸ポケットの内側には、ゴムで仕切
りをつけ、ペンを固定。前かがみになってもペン
が落ちる心配がなく、出し入れも簡単！
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アイディア部門【優秀賞】

シャツの袖は、授業中ノートを取っている
時や絵の具を使う時に、ついつい汚れてし
まいがち。そんな時、袖を裏返し、内側か
ら防汚加工を施した布を引き出すことで、
汚れを防止。

手の冷えを防止するために、袖口に、
ニットの指空き手袋が取り付けられた
ジャケット。ニットなどの重ね着によ
る着ぶくれも解消。

スカートの裾部分につけた2つのス
ナップボタンを留めることで簡単に
キュロットスカートに。自転車に乗
るときにスカートがめくれてしまう
問題も解決。

前後のファスナーのかける位置により、ス
カートがズボンスタイルに。普段はスカート、
集会で床に座る時や自転車に乗る時は、ズボ
ンというTPOに合わせて変化させることがで
きる便利なアイテム。

「リバーシブル袖」
愛知県立常滑高等学校 中川 ことみ さんの作品

「簡単！キュロットになるスカート」
兵庫県立伊丹北高等学校 佐藤 友香 さんの作品

「袖口あったかジャケット」
トンボスクールＭＤ部横田 美帆 さんの作品

「スカートとズボン」
福岡市立多々良中学校 久保えいみ さんの作品
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